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はしがざ

中川利水とともに江戸川におＩ＋ろ水道用水雨水の売水として、新中１１１放水脇の開鑿か現ぞE行

われているか、この完成に伴い、河川漁業および海面樵`業に種冷の環境変化による影響か考え

られろ。この影響推定のため､nk産庁調整第二課の委託をうけ、昭禾ロＳユ年度から事?ii調査を

行っているが､‘昭和５月年度の結果をとりまとめたのでここに第２報として報告する。

昭和ＳＳ年３月

東輔H水産試験場長鈴木順
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Ｌ目的

江戸ノル中川総合矛''水計画による新中)'１放水路の開通により、(江戸川・中川の流量・水質

の翻上か考えられるので、これの海面漁業および河)I|漁業に対する影響推定の基礁とするた

め、昭ﾗﾄﾞﾛ区１年度に引き続いて、現況調査産行う。

２調査項：

Ａ海面調査

拡散調査前年度に引き続いて、河川水の海面への拡散状況を調査した｡～

Ｂ河川調査

河川水質調査Ｓ］年度に中川の水質調査を行い、本年度は中川・江戸川の水質を調査

した。

０漁業実態調査

江戸川・中川における漁業の実態をしるため、漁家数・生産量・業種・魚種等の闇込調

査遼１〒つ代二。

Ｄ環境調査

中川・今新放水路の汚染源と水質汚染状況をしるため中川・新中)||放水路周辺の環境を

調査する。

巴調査結果

Ａ海面調査

（/）３２年５月Ｚｎ日調査

方法江戸川区地先から江東地区先７号埋立地１１)中（図／）に至る間にＡ、Ｂ、Ｏ、ＤＭ

Ｅの５本の観測線を選び、船５隻を用いて同時に観測左開始し、沖に順次観測を

行い、水面下ユ、の水温・ＰＨ．、０．ｃユ沃素消費量・０°Ｃ．Ｄ・ＮＯＺ－

Ｎ・ＮＯ３－ＮＮＡ３－Ｎ・潮流を測定・分析を行った。なおプランクトンは

表層水ユ００必について、定性・定量を行いひ表面の流向はスヵーレット、Rを

流して測定した。午前１０時から開始し、大体ユ２時に総了した。

ｒ図ユーユーユユ、表Ｌ２）

結果

水温観測開始から終了まで９時間綴圏しているので士u1点ごとの比較ldEできないが、

観測線からみろと東側が高く西側か低い傾向力唖られ士。これは東側はヨマi〔州

上におり水深が浅いため、太陽のふく億勤射熱の影響左うけやすいためと老

Ｄえられる。

亘百各線とＷ中に出るに従い高くなる。しかし、線とⅡ線伏ミオと造船ミオ）は

その上昇力緩慢である。これは潮流が早く河川水の影響か強いためと考えられ

る。

溶存酸素飽和度Ａ線巨等ミオ）７ａユー８２Ｗｂ、Ｂ線（中ミオ）６４２～ワZeg

－.SＺ－



Ｃﾙ、Ｔ)線６５７～rWaSg76に比べて、Ｏ線伏ミオ）５９９～ワユ.５`船、回線

鰭船ミオ）５ａユーＳ９５ｚ７ｂと河川水の影響が強い０，m線の飽ﾗﾄﾞﾛ度が低

く上昇も遅い。特にF]線は、上昇が遅く他の線より汚濁されていると考えられ

ろ。

塩素量各線の始点はユＢＬ７２～ユ蛆(）/００でh沖はＭ９/6〔〕を越えろ。しかしｏ線

Ｂ線はその上昇力緩慢で荒)|｜・中川の河水の影響がこの線に最も強いことがう

かがわれろ。

沃素潴費量海中の溶存硫化物と硫化71〈素を知るために行った。Ｂ線，Ａ線は少なく

Ｑ５～4.3Ｐ･P.ＭでＯ線、Ｄ線は多く臼1～届ｇＰ・ＥＭであった。特にＤ線に

多くこのi端近は漁場価値か劣ると考えられろ。

過マン労ソ酸加里|酸素消費量ユ.ｇ～４局Ｂ瓦P.Ｍの範囲で各点とも大差ない鮒Ａｏ

Ｂ線は比較的少なく、Ｄ線か最も多い（ＳＰｇ～4.匂ＢＰ・P,Ｍ）。これは沃素

消費量と同様で、有機物の存在が多く汚濁された漁場である。

窒素化合物亜硝酸態窒素は、回線に比較的多く東に寄るほど少ない。これは江東区

内からの小河川から流れ込む量が護川・中川よりも犬であ患ことを示すもので

あろう．

硝酸態窒素は、その分布が複雑で系統的な数値は得られなかった。アンモニア

態窒素は、画線に最も多く、ついで、線に多かつﾌﾟこ゜－il甥には、沿岸部に多く

沖合に少ない。

潮流流向はユ６５。～２４３゜で、各点とも大体同様であった。流速は、Ｏ線ｑＬ２

～Ｍ(1ｹsec）回線（５ｓ～６４５c'１B/sｅc）か早く、Ａ線か最も遅い（４

～３Ｗ/'sec）、Ａ、Ｂ線は、水深が浅いため遅く、線は夢の島を背にし、

しかも流速大である０．画線にはさまれ、両者の影響により流速が遅いものと

考えられる。ことにＤ線のタカはさらにＩ青密な調査を行えほか（W目,）流の形成

か,Z）Lとめられるのではなかろうか、これは前回の調査でも複雑な流才し琵示して

いた。

プランクトン出現種類の数は植物性プランクトン月ユ種、動物'性プランクトン８種

で、うち植附Ｉｳ性はけいそ５（珪藻〕類のみで勤物性はとう。藷）脚類か低とん

どであった。同種のネットを用ＷこＡ線、Ｃ線．、線を比鮫す尋ｋＣ線伏ミ

オ）か種類数ともに最も多く、ついでＡ線の順で、Ａ線は動物動か多く、Ｈ線

は少なくなっている。

一般に沿岸部より沖合部力轤密であるが、Ｏ線はタカでも比較的多い、Ｃ線に

多いことは比較的栄養塩が多く、汚濁されていないこと等のためと考えられる。

摘要

］・荒川・中川は調査漁場全般に影響を与えろ。ことにrl線はその影響が強い。
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酸力哩消費量は少なくまたＰ．Ｈ・溶存酸素量は多く、水質的には好漁場である。

しかし多量の出水時には、低鰄水におおわれる危険がある。

Ｓ回線は、荒ﾉⅡの影響もあるが同時に江東区'内小河ﾉ11の影響も強く、Ｄ線まで及び、

水質から己叺て､ノヵの漁場はその価値が劣る。

同４Ｄ線は、流速大である。Ｏ・回線にはさまれているため、水の停滞か（渦）流が
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(2)３２年７月ユ６日調査

この調査は別の目的で行ったものであるが、漁場の調査地点は今回の調査目的と合致

するので加えた。

方法測定と分析の方法はＬと同様である。ただし、表層のゑ観測した調査地点は
●●●●．

Ａ線８号地じんかい処理場前から７号地西側を通りユ０号基点を経て沖へ

Ｂ線砂町下水処理場から夢の島の西側を通り、ユユ号基点を経て沖へ

ｃ線砂町下水処理場南かどから夢の島東側を通りユ２号基点を経て沖へ

各線とも下げ潮時一斉にスタートし、△線ユ０点、Ｂ線９点、Ｏ線８点を観測後

各基点で潮待ちし、上げ潮時一斉に沿岸部まで各４点の観測を行った。〔図２）

結果

C.O.D下げ潮時は、Ａ線．Ｂ線は高く、▲。Ｂ線の沖とO線が低い、これは荒川

〒

火

0.0.、下げ潮時は、Ａ線．Ｂ線は高く、▲．Ｂ線の沖とO線が低い、これは荒川

以西の沿岸部からの汚1蜀が、荒川・中川より甚しいことを示すものである。

上げ潮時は、Ａ線の５．６で高い値を示し、。線でも５．４．５．６で何れ

も増加している。

Ｄ、０．Ａ線のユーら、Ｂ線のﾕ.が非常に少なく、Ｃ線のユーSii)少ない。上げ潮

時に各基点の酸素量が減少して潴り、これは沿岸:水が最小限度影響する範囲

とゑて差支えない、沿岸からの距離にして約２～４１ｍである。しか鴨こか

は、小潮時であるから大ii報時にはさらに拡大されると考えられる。

０m・線のＬ４が低く､〔2~蝦1F必他の沿岸部は､(岡６９/ちと差が詮ら
れろが、これは、Ｏ線は、荒川・中)||の淡水の影響が顕著であるためである。

上潮時に低下が己z人られ酸素量と同様になることが考えられる。Ａ線の６．７

．８五線のワに濤臨分の水が下げ潮時に存莚していた。

Ｐ・ＨＡ線とＢ線の洲二部はＭｎ～７２，０級は、６９でやや低V､、Ａ線は、

６～８が'１１５～『ＷでＯ線のＢと同様高い、Ｂ線の６～８とＯ線の４～６は

７Ｑ～『、で荒川・中川の淡水の張出しが考えられる。

潮流色素放iｿｉｎこより表層流の流向の忠観測した結果、荒川、中川放水路の水

は夢の島の東北角で二分され主流は夢の島の東側を通り､‐夢の[島南沖を南西

方向に流れている。

分派流は夢の島・下水処理場間を西流し、夢の島ワ号地間を南下して沖合に

出てさらに南西に流れている。上潮時には、西北間の流向を示している。夢

テコ
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(3)３月年ユユ月ユ５日調査

方法中川‘左近川・江戸川の各河口部から沖に向って、下げ潮時一斉に調査した。調
査項目は．大体前回と同様であるが表、下層を調査した。〔図Ｓ・表４）

結果

C.O.D中川のコースは、下層は２～生５瓦２Ｍであり差がたv､が表層は河口で４６

が沖に向ってＳ～ｇの範囲で不規則に変化している。左近川のコースは、表

層がほとんど生ＰＰＭで下層はやや低い、江戸川のコースは非常に低い値で

゛〔ＱユーＬ｢７ＰＰＭ）沖に出てＳ垣５がやや高い値を示した。

，．Ｏ・中川・左近川は、表層５０～６０％、下層４０～８８％で下げの終りごろ

になると沖の点でも６０％位で河川水の影響力淋重で強く及んでいる。江戸

川のコースは表層が６月～７８％下層で６９～７７％で前者よりも多いこれ

は水質的には、中川の影響を大きく受けているが浅い千がﾌﾟtこ上を流れるため、

上・下層の混合が行われているためと考えられる。

ｏユ中川はｌｓｌｔユー５まで表層が下層の兇で沖に出るに従って差がなくなって

“いる。左近川河口は、表下層同じでi｜中に出るに従って差ができる。沖は中川

と同じコースであるが下げの終りころの観測なので沖でも表層がユsQdj下層

がｒＺ虫doと開きがある。江戸川河口では、表層巳２下層ａ６で低いが〒が

たへの出巨は、上下とua5960で高鹸1kの残存ｶｭられ、また他の地点で

も中川のコースほど上下差がふられなかった。これは浅い千がた上で幾分混

合されるものと考えられる。

ｒ・Ｈ中川のコースがr71S～ｉＺ４で江戸)１１のコースは､Ｍ４～ＢＬＯと差がふられ

た。

底質各河口部はＨｕｍｕｓ量がユ５ｍｇを越え特に中川河口は５０ｍｇあった。
しかし、のり漁場の群'までは谷,点とも少なく、ワーユ５ｍｇの範囲で沖の５

ｍ線に達すると急に増加して５０ｍｇを越える。

潮流中川は、下げ始めは南点東の方向に流れ、夢の島の東では千がたに沿って
南流し、低潮時に近づくにつれて南西に流れる。左近Ⅱ|は下げ始めは、ミオ

を通る弱い西流力必られろが、その後は⑮中川の影響で南に流れるものと考
えられる。

江戸川しま、大三角を西にまわりさらに西へ抜ける。ミオを調査したがミオ

を出て千がた上に出るとげ南☆西のミオがあるにもかかわらず南東に方向を

転ずる。．すなわち中川の影響が強いが下げの終り近くには、ミオの方向南戈
西に流れる。流$運は各点とも比較的犬で南の方向はＳＯＣ､/becをほとんど
越える。

摘要江戸川河口の水質が中川河口の水質より良好である。江戸川ば千がた上を
流れて漁場に出る量は、中川水ほど多くないものと考えられる。
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(4)５３年ユ月同９日調査

方法

前回と|司様に中川側左近ﾉ１１、江戸)||、河口から|司時に観測しつつ沖に向った。江戸川左

近川のコースは大体前回と|司様であるか中川は、西側の大ミ方を観測した。（し図４，表５）
▼

緒果

００，中川は沖合水が下層に入っていろため下層は各点とＭ丘<、ユ.４～ｇＬ４ＰＰＭで

あった。表層は河口部で３ＰＰＭと低いにもかかわらず次cZ)点からいずれも５～

'715ＰＰＭと高くだっていた。

ＤＯ中川のコースが左近川、江戸川のっ－スよ')やや低く、陸水の影響を強くあらわ

していろ。

ｃユ下層は、各点ともユユーｒＺ６０/６０で高いが中川のコースは、いずれもユ巳７

０/６０以上であった。千がた上の点は、江戸lIlのｓｔＢ左近川のｓｔ４．５でユ必

～ユａｓとやや低い値を示した。表層は、各点とも大体、同様友量であったっ
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〃と急増している。

潮流中ﾉlMま、河口で５９ｃｍ／ｓｅｃとか友1)はやく、次の地点からはユ４～５５c";/ｅｅｃ
ｃ乙範囲で`南々東～南西間を表層は、南～南西を流れる。
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方法

・中川に７点I江戸川に５点の調査地点を設け下げ潮時に川を湖上りなが；う表下.層の観

測を行った。項目はrk温班,Ｄ０，００，，沃素消費量、透明度、Ｏユ、ＮＨ３，ＮＯ１、

ＮＯＳ、底質である。

結果５２年６月ユ9日、９月２５日、３３年ユ月２ユ日５月２５円に調査を行った。

〔図ａａ表６）

ＣＯＤ中川は､~各地点とも冬でも燈とんど５ＰｒＭ､を越え上流の地点も、下流と大差

なく、かたり汚濁されていろ。ことに綾瀬川は著しい。中川の奥戸て;高い値を

示しＳ付近に汚染源の存在が予想されろ。

江戸川は、９月、ユ月はＯＢ～5ＰＰＭ内で中川に比べて清澄な河川であるが６

月に篠崎７Zk門から上の地点で５～９６ＰＰＭと高い値を示し、工場排水の影響も

考えられる。
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江戸)''１急比較的溶存量が多く、あまり汚濁力碓んでいなv､ことがわかる。
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し<《２０～aOOOPEMある。上流に従い当然減少する力江戸川の方が中川よ

り常時低い値を示していた。
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ｒＨ綾瀬川が常時低くＧ５～ａワ中川は６６～『、江戸川は6ＬＳ～'Zユの範囲でＤ

ｍＯと同様な傾向である廃

透明度中川は常時５OCW，付近の透明度で江戸川のユ皿に比べて濁っている。しかしユ

ー…月の江戸川調査時は、低い透明度を示し、水中に多量の懸濁物力Xみられた。こ

）Lは、冬期醸造廃液が上流から流されているためと考えられる。

底質江戸川のＳｔＬでＨｕｍｕＢが５０ｍｇとかなり多く、泥質であるがＢｔ２（今井

橋）からは、砂質でS~54ｍｇで底質の汚染は殆んどない。中川はＳｔ４（奥

戸）から上||ま砂質でHumus量も少いがＳｔユと綾瀬川、荒)|Ⅱ土高く特に綾瀬

川はユ６５ｍｇと極度の汚染を示してＷご゜

窒素ｌＪＨ３－Ｎ,ＮＯ２－Ｎ,ＮＯ３－Ｎの何れも中川が常に江戸川より多量に存在してい

る。中川の方が富栄養型とふることが出来るが、水質汚濁の危険i生ム江戸川よ

「り強いと考えられる。

摘要

綾瀬川、中川、江戸川の順に汚濁されている。

中川I|ま】高砂橋より下流が特に汚濁されていろ。
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Ｏ実態調査

（/）漁家数

調査方法

調査結果

・-，１

淵|｜・城東・葛西浦漁業協同組合名簿を基礎として調査する。

昭和３２年における'二h川・江戸)11に出漁する漁家数は総計２／０名でそ
．Ｌ・’

の庵沢は次のとお('である。

河川に出漁する漁家数〔表７）

ノノ

:鮒

雲ヨ秀9
山

Ｙｂ コイ百~匡司Ｈ~j正、

②漁具漁法

調査方法次項の漁獲高聞込承調査と併行して行う

調査結果ＥＦＩ川・江戸ﾉ１１において、現在操業されている漁法は別表のとおりである。

（表匠および図７参照）

⑥ｉ魚獲高聞込調査

調査ﾌﾟﾗ法

調査期間昭和ご星年／月／日～同ｓユ年／ユ目３／日

調査区域中ﾊＩ水系延長／Ｆ１と、

江戸川水系延長／７ｋｍ

調査対象

荒ﾉ１１・城東・葛西浦漁業協同組合名簿より河川に出漁する漁業者すべてを抜き出

し、その６ａｓ％について聞込み調査を行った。調査項目次のとおり。

／）所属組合名＆）住所３）氏名の年令Ｓ）副専業の別６）年間

を通して行う漁法と規模７）漁法別による出漁期間と／ケ月の出漁回数

ど）/回の出漁による平均漁獲数量と魚種の割合？）販売単価／の漁法別に

よる出漁場所／/）その他参考事項
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(②漁獲試験による中川・江戸川の魚類調査

調査方法江戸川・伝Ｆ１)||両水域にせい息魚類を調査するに建干網を使用した。これ

゛は、現在江戸ﾉ|化中川において使用する漁具の内で最も能率的で､せい息魚類をせい息し
’

ている割合で漁獲されろと考えられる漁具である。

調査年月日…．および調査地点（図ｇ）
｡

中川 葛飾区六ツ木町地先

〃〃新宿五丁目〃〃

〃〃高砂町〃〃

〃〃新奥戸橋下

昭３ユノユユ／～/ユ

ｓａＪＬ６～人６

ここ

えヘ
ー
エ

６
７

２
２

几
几
ノ
ユ

ａ
＆
ａ
ａ

３
３
３
３

仏．．

江戸川 ､江戸川区西篠崎lHm地先

〃本行徳町地先Ａ２亭

.△,ＩＩ

Ｊ;'

-ｉｒ

齢
/'ｊ：

fKLP-

－６９－



町云１．，

｡_０打+角

・ｏｆ

露
PＪＤｆｊ

、

、

鰯

●￣ ／〈

－６７－←ヘヘレノ



蕊
~.奇｡,こ「--.←：〒・杉下一リー酒PFママ工Ｆ、:TOP-.マーー－－？Ｔ--.-1-,f･▲?'~ず汀.

-_,Il
Lllj1-F」0

．~昔､'．｢f1Bll2，Ｊ
魔I澪Ｐ f庁~ハ食(い』

．
！
’
ｆ
・
舎
鮨
－

▽
小
。
‐
毎
Ｉ
ザ
．
↑
」

牛
↑
凸
昔
ｎ
Ｌ
１
０

Ｆ
．
｜
Ｆ
‐
や
－
‐
～
‐
．
ｈ
・

唾
鞭
イ
・
一
》
：
’

0

０
０
７
４

１１

’Ｗ,可

調査結果

ｲ）江戸ﾉＩｋ中川にせい息する魚類は別表のとおりである。この総数ユ５科５５種の内．
今回の調査で漁獲された屯のは次の５科ユ６種類である。

Ｌにごいこし､科

２ふな〃 △江戸川の糸

囚まるた〃－・中川の駅
こい生〃

やりたなどら〃
－－－－－－

－６…十はや〃

なまず用なまず科

らぃぎよａカムルチー科

ﾏﾘ,,．_

’１

9章はぜはぜ科

ユ０ひがいこい科

ユユ・△わかさぎわかさざ科

ユ２△た！》ろこ こい科

ユａかまっか〃

］生△おいかわ〃

ョＦ：．

‐L←‘はぐれんこい科

ユ６た咄ろこ こい科

の各地点における漁獲量および漁種別漁獲割合
中川

塾薑９１７/ＤＬ璽蕊

『１６８
111N

副２Ｆ/舌｜坐ざ

,,」

ＵＢ■■’６００，００，１ⅡＤＵ０７００■８０，■０００１２０００■曰□０１０口ⅡＤＤＩ０Ｇ．０●－屯。－‐‐小判’０○１００●い’０昨’’０口ｌ■０００口■ⅡＯＪ０ｌ１０Ｉ１Ｉ０二７夕■１■■０

Ｘｒ

Ｊ
さ几

,」

･へ

､11匹
.ff

:？

ﾌﾟｑＯＩ昴○｜，MFZ2LD

ノし

･し

こもるこ

７０



蕊

回
一一八--.‐。、,.蜀

再OFI▲､｢
?｡■.,、

－－－■￣

ⅡRbIl

-l｢？‘｡｣雨醐
。
＋
０
－
』
ｆ
《
．
－

計
叱
ｊ
イ

冒
一
園

ロ
ワ

●

｢ＸﾉＬ □ ノ⑰ ロ

ワ

上｡

●T

‐ｵ

江戸ノ

宮
舅
’
９ ：
○
７
斤

■[曰

同斤

〔
］
「
盛
戸
〕
〔
ソ

九
」
一

ゾ
ウ

ｇ
ｏ

ん
‐
一
一
写

‐
『
ｌ
‐
Ｆ

ソ

'，中川ｄ江戸川にせい息する魚類

科名種名
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科茗￣種名備考
こぃ ２§-重≦l立身、ひがい、２主旦ふしきｐこい、－矛I｣用価値がなｗこ

ふ１Ｍつど､うぐい､〔まるたを訓婁い磯霧芝
意味のない小のおいかわ、げんころうぶな、さうぎよ、～

はぐれん、ばらたなど、やりたなど、に△江戸川の象にせい
息するムの

ごい、た4>ろこ、たなご

どＣようどじょう

うなぎうなぎ

さよりくるめさより

ぼ らぼら

カムルチーカルムチー

すｊｒきす蛍琶

はぜまはぜ、しまはぜ、あししろはぜ、ちちぶ

かぢか△かぢか

二）中川。江戸川産のお１Ｍﾐ魚類の肥満度比較
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江戸川、中川にそ〔遡）上する魚類について

両河川にそ上する魚類としてはしらうお。おゆ゜まるた・うなぎ．<ろめさより。ぼ

ら。す苫き・主はぜ等がある。この内しらうお・おゆは現在中川にそ上しない。

上記魚類のうち産業的に重要なものはしらうお・あゆ・まる士。うなぎ･ぼら。す壁

き。まはぜである。なおそ上魚ではないが海産魚の<ろだいがある。

しらうお

ユ,月から４月力獲卵期で江戸川にそ上して河口から上流で産卵する。２月から漸次川
に上り､８月下旬に|茄川国府台付近にまで達しきわめて小数は松戸市地先まで達す
る。この澪期に江戸川河口部でかし〔樫)木張網・さで網等により大量に漁獲されろ。
この漁業は浦安漁業協同組合により行われる小のであるﾌﾟこめ、都下の産額として!まほ

とんど出て来ない。ふ化しﾌﾟ《二稚魚は６月～９月まで河川に止まるがその後海に下る。

おゆ

ラiijC期河川中流部でふ化Ｍﾌﾞﾄﾞ筐魚は海に下って翌年河川にそ上して来る。江戸)||におい

て、この稚詠ゆがそ上Fす-ろのは毎年平均３月下旬～５月中旬である｡荒川漁業協同組
合、松戸漁業協同組合（千葉県）てばこの稚莇ゆを採捕して東京都およびその他の県
に河川放流用および養殖用種苗として供給している。現在この総数は８０万尾にすぎ

ないが、そ上するおゆの量:の一部であるにすぎない。おゆ種苗が年食その需要を

増し、江戸川産稚liii聯捕の重要'性は年会倍加している。今後の漁法の改善･漁獲努力
によりその標補数申漸増して行く#,のと思われる。

まろた

春期河川にそ上し産卵するが、江戸)||･中川では上流部まで周年ぜい息・する恥の力端
り、うぐいと混目言いする。海からそ上Fするのは５月～５月である｡

前に掲げ1k二漁獲高はまる士。うぐ・いをあわせた４，のである。

うなぎ

親魚は秋期くだりうなぎとして海に入り深海で産卵する。ふ化し1k二稚魚は３月から５

月にしらすうなぎとなって河川にそ上してくる。これら|'ま本流、洲１１の用水等の水

域にせい息する。

｜爵ら

東京湾では初冬稚魚が大群をなして現】l'し春期河川に入って来る。江戸川、中川では４
月下旬頃から川に入り、５月中旬には市)|附近にまで窺われる。漁獲の対象となるの

は河口付近のみであるが、この魚の生活史より考えて河川の重要性は大きい。

すずき

晩1ﾂki肩１口付近で葛1］し、江戸川では５月ころ稚魚力瀧川付近に出現する。またふつこ

（二年目のもの）も河口付近に再び入って来る。

(5)
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稚魚は春から夏にかけて河)||にせい息し、夏から秋にかけて江戸）||に上り、江戸ﾉ||で

は市川付近から下流で漁獲さｵﾙろ。中川でも中流までせい息している。漁獲高はQ4ユユ

-ｋｇであったがこの鱈か調査対象外の遊漁者による漁獲は、これよりも大きいものと

足.』

思われる。
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(6)要約

Ｌ江戸)'１･中川に出漁する漁業者は２ユ０名であるｎ

．２調査対象とたつ,k二漁業者の主として使用する漁具は２０種で投網．はえなわ〔延繩）

うなぎ筒・釣・ちゃぶすあぢ網・ぽさ・建干網・ど〔銭）で、このほかてんがい・地

引網・まんが・四ツ手ｑかま〔鎌）・じごく網。ひっかけ.やす・かけ網・刺網があ

る。

巴中川にお:ける漁獲高は魚類６a684b8kg・しぢみ９５ユユ斗である。魚類の内最ホ多

いのはにごい（２４bﾕﾜb）、ふな（２エユ9t）・まるた〔ユrZ5`脇）・う左ぎ（ユ４５`ﾘb）。

こい（ｉｎ約。地つど〔5Lg9b）の順でその他はら`７６に満ﾌﾟこない。

中川における魚獲高を地域別に比較して見ろと上流（高砂橋上流）において最亀多

く全漁獲高の約SQB妬を占めろ。次いで中流〔高砂橋一総武鉄橋間）の漁獲が５４４

恥、下流が最＄少なくユ巳螂である。

魚種別に見ろと次の通りである。

上流が最小多く下流に行くほど漁獲の少なくなモォ,の

なまず・にごい・ふな。こい。まるた・#)つど

下流が最#〕多く上流に行くほど漁獲の少ない↓)の

せいど・はぜ。ぼら

下流のみ漁獲される山のかれい・かいず ＦＡ・

中流において最屯多く漁獲されろ'↓､のはうなぎのみである。

生江戸川における漁獲高は魚類ＳａＥＩ６ワl[ｇ・しぢみユユ０斗ｂえ〔餌）虫ユ０８斗

である。魚類の漁獲高の多いふのの順にあげるとふな〔ユso9b）・にごい（ユＭｅ`､)）・

まるた（ユ２５９６）←うなぎ〔ﾕｪﾕ96）・らいぎよ〔９５９６）・ホつど（gLM）．こい

Ｃｎ９ｂ）その他である。

i1hj或別に漁獲高を比較すると中流部（市川橋・今井橋間）が最#)多く約４８８９ｂ次

いで下流部（今井橋下流）４２６９６上流部が最明少なくＳ６９ｂである。これを魚種別に

見ると、ふな・らいぎよ・こい。なまずは中流部において最も多く漁獲され次v､で下

流部・上流部の順である。うなぎ・にごv､．*つどは下流部に最小多く次いで中流部・

上流部の順である。あゆは市川橋の上、下流で漁獲されるがこれ｛,､ｺﾞﾐ漁具の関係により、

ここに限られているものでそ上期には川全域に分布する。

５漁獲高調査|hま漁業老ﾗＭﾌの闇込調査を集計しﾌﾟﾆﾎのでおるがこれを裏付けるためせ

い息魚類調査として建干網による漁獲試験を行つﾌﾟこ゜この試験の時期が冬期にかたよ

ったよめ充分な資滑とならなかったが中川関係については次のとおり漁獲高調査を裏

付ける資料を得た。
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(ｒｒ）魚類の漁獲割合はにごい（６曲96）･ふな〔ユユ.卵）・まる士およびばや（ﾕｭ瓢）
たなど〔4.Ｍ）．こい〔EL8のその他であった。これＩ蛎獲高調査と相当の差異があ

るが同じ傾向が見られた。

F）地区別の漁獲量を見ると六ツ木橋Ｄａｇｇ４ｇ・新宿己２４８９・高砂橋96459．新
奥戸ｍＯ６ｇで下流に行くに従い著しく漁獲が少なくなっている。これを漁獲高調査
と比較して見ると各区の差が漁獲試験の方が大きく出ているが朗らかに下流部に魚の
せＶ､息の少いことを知つﾌﾟﾆぴ

い漁獲試験により得たにごい､ふなにより肥満度を調査したところ地区ごとに明らか
な差が認められれすなわち最上流部六ツホ､の駒のは〔ｓｏﾋﾕS～4CnO)･新宿ＩＤ丁地先

の14,のｍ８２Ｒ～ggLgS）・檮紗橋〔ｓｏユワ～肌６５）･奥戸地先の小の（ＢＹ８ユー

‐P時
干Ｓ

ＩＰノ

伊

な差が認められﾌﾟ迫。すなわち叢上流音|』六ツ木の､ものはしるOLよ凸～4Ｕ」ｕﾉ.零M日脚J巫幻厄

の１，の(Sa28～BgLgS）・檮紗橋（ｓｏユワ～５，１６５）･奥戸地先の小の（ＢＹ８ユー

３０４５）であった。

すなわちこれは水質分析から見て#》高砂橋から下流ぱ水の汚染度高〈魚類のぜぃ息

環境の悪くなっていることが実証される訳で地区別の漁獲害'１合とホー致一;rろ。
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ｐｈ環境調査

へ中川の水質汚濁１１３:常盤線鉄橋下流から蔚ヒレ

-途中綾瀬川、その他排Zk場からの職k、工場排

水が入流し、下流に至るほど悪化している現況

にあるのでｂｚ卜年度は中川の主要汚染源を工場

謝泳とポンプ場排水とにわけて調査した。

調査区域Ｌ江戸川区・葛飾区・足立区・の

中川周辺地区

ａ江戸川区･葛飾区の新中川放水

路の周辺地区
▲

結果

（１）工場排水
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果

工場排水

中川に放流する〔直接〕工場鋤〈は平井

橋上流から常盤線鉄橋の間に集中しており

他はすべて一般開こう〔溝）からポンプ場

へ導入され中川へ排出さｵUている。

工場排水のうち漁業に團妄または間接の

被害を与える業種ルミルプ・紡織・化学・

石油石炭製品業・第ユ次金属。その他メッ

キ魔k、染色廃水等が主要であるが、本地

区にはパルプ｢･染色・化学工譜非水力珍Ｗ

直接川へ排水している工場で漁業に直接

間接の被害を与え河川の水質を汚濁してい

ると見られる工場の調査概要は表ユＱ、図

ユＱのとおりである。
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なおざ中川周辺の工場中冷

却水のゑ排出する工場は－１応
一０Ｐ｡、』

無害としてとり除いた。図ユＱ
』

｜`｡lとおりこの他に中川河口周

辺には下記の天然ガス排水が

ある。

(2)排水場等の調査

本地区は常盤線上流にあって

の患下水の自然排水は可能であ

るが、同線鉄橋下流には足立・

稲薑飾・江戸川三区の管理下にあ

る下水排水場が多数存在し平時

にあってば家庭下水・工場廃７１ｋ

を含め掴獣し雨期にあっては、

こう〔洪）氷からの防備のため

の排水を実施している。

常盤線下流に排水さｵLろ下水

は多量の工場排水を含むためす

．こぶる悪質な下水であり、中川

の汚染の主要な原因をなして硲

乙。

エポンプ場の概要

中川に排出される下水ポン

プ場の位置は図エュのとおり

であるが、大小合計月３ケ所

あり、それらの集２k面積およ

び工場人口の密度によってそ

の規模はことなっているがそ

の概要は下表ユ２のとおりで

ある。
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静 ，離上用水がおあて＋水質の程度良好十十以上は水産用水として不適十十十以上は工

場廃水の影響大で排出される中川の汚濁原因となっているホの。

図ユユ表ユ２のとおり高砂橋下流の中川に流出される排zkは東小松川ポンプ場の排

水まで悪質であり、中川の汚濁のおもな原因となっている。水産用水として維持でき

る水質を保つためには、常盤線鉄橋上流に排出される１３排水場の排zkの水質程度に

ポンプ場の水質を改善しなくてはならない。特に高砂橋から下流の水質は、新中川放

水路の開さくに伴って中川の水量が減少すればさらに悪化し下流の漁場および)１１口の

のり漁場におよぼす影響が大きいと予想されろ。

Ⅱポンプ場へ集水される区域の調査

ポンプ場へ集水される区域の人口分布・工場分布等排水に関⑥係のある項目について

卜で１Ｆ千十０
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調査した結果は表ユＳおよび図ユ２のとおりである。
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鱗mjlijfと■ 図ユ目のとおり常盤線鯛喬~F流の中川に排出される下ｳZkは上記ポンプ場および工場

廃水を含んでいるため水産用水としては悪質である。

上表ユらに示すとおり工場の数が少なくかつ人口が密集していないＮＯユｅ～ＮＯ

５５までの間は潅慨用水を主とするためその排出される下水はまだ良好であるが､ＮＯ

Ｂ５の高FliJ>・ＮＯ２７の与の宮ｂＮＯＢ６の上一色は人口と工場数力浄いためやや悪

質となることが予想さｵ<,るが、この地区の灌濃用Zkの一部が流入すると見らilT,ろので

相当に希釈されろと思われる。

摘要

濤紗橋から上流に流入す」ろ下水ポンプ場は１００ユーワまで７か所推定排P水量鯛０００

ｍ；/aayそのうち水産上悪影響をおよぼす悪水は、ＮＯ５～７の約BqOOO77zﾀ/aayで
約９０％を占めているが、高砂橋から下流のポンプ場排水ほど悪質でない。

しかし、この地域において中川に排Zkする工場は三菱製紙・江戸川化学・日本紙業・

東洋インキ等があり、またポンプ場への下水には東北毛織・高崎製紙・その他６ユエ場

の排水を含ＺｋＢＯＤ２～４ＰＥＭの値を示している。

一方計画によると新中川放水路に排水する範域の面積は約５００五a分と推淀されるが

主として潅慨用水であるため、排水によるrk質汚濁は現況ではさほどないilMDと考えら

れろ。しかし中川の悪水の流入があると新中川放7【k路の高低がほとんどない（水面|頃斜

ﾕ／2γ０００)ためここに停滞する可能性＄あり江戸川および同河口掘或の漁業に悪影響
；,`」

をおよぼす危険|生力〈考えられる。

１膳
》
一

．
●
し
’
‐
▽
０
１
‐
に
－
－
」
・
一
‐
０
し
‐
・
一
ｊ
０
。
Ⅲ
１

胤口■鰍■燃蕊口撚。

『」

蕊

Ｊ

３Ｈ
ｌＵ
ｉ－－…一日ｌ

Ｉ－２１
１ご;ハゴ
ｗＬｆと
１－；て》ｆ肝
｜畠-．トー.

i÷wjjr民

ＭＩＦHＰ
｡‐・撫沁

|傘■Ｈ
溌引

‘認h、j・笛

鴎汽王

溌f'(■
隣>■〔■

ＩＩＴ■／
hLJJJJ

へ７



}'Ⅷ.～.ｸﾞｰﾆﾛｰﾘﾏF

IIﾏﾏﾛ

ﾙ`7,-1ｔ(5L１
．１１Ｊ7,,へ，聖

Ｌ･ロー･了Ｙ－lrPlLlr

’７

4．考察

以上江戸)'1・中川力狄産業にどのような影響を与えているのか、その現況を知りまた将来

の影響二予測を行うための基礎資料として種☆の調査を行った。小とよりこれが完ぺき

なものではもち論なく、また新放水路の影響は実現したあかつきでなければ予測は困難であ

るが一応調査結果からＶ現在考えられる事項について検討してふるロ

江戸)|Ｌ中川総合利水計画による新中川放水路の開通は

ユ．中川流域の治水

ａ江戸川からの都のうZk道用水確保〔現在上水用取水Ｌ７ｔをａ７ｔ以上にする）

この２点を目的として進められているの

一方このﾌﾟこめに江戸川・中川の流量・水質にも大きな変化が毒･えられ、水産業小当然種灸

な影響があるホのと予想される。

すなわち常時放水した場合

中川は新中川放７[k路分流点で筋ろ高砂橋下流の流量目が平年より減少し、また上平井橋下

流ではより悪排水路である綾瀬川水の希釈浄化率が低下す馬。

江戸川上71慨水により常盤線鉄橋から今井橋間の流量が減少する。今井橋下流では悪

排Tk路で才)ろ中川水が力吐,り流量の低下はないとしてＭ〈質は現`在より悪化するｎ

以上の２点が考えられ豊水時は渇水時ほどの影響ばないと毒-えられるが、こう（洪）水の

時には江戸川の影響海域に淡水と濁水の増大によそ水産生物への悪影響が予想される。渇水
時はさきに述べたとおり中川では高砂橋下流の流量低下と上平弁橋下流で綾瀬Ⅱ|の悪水によ
る水質悪化〔Ｂ河川水質調査参照）と、江戸)||では今井橋上流の流量低下と同下流では水質

悪化〔Ｂ参照）が強くあらわれる#のと考えられる。

したがって漁業別に影響を考えろと次の通りである。

河川漁業に及ぼす影響

１．高砂橋下流流量減少と、綾瀬川水の比率増大による悪影響、高砂橋下流では中川の漁獲
量の５ひあをあげていろ。

息今井橋上流の流量減少による悪影響、今井橋の上流では江戸川の漁獲量の６工乃をあげ

ていろ。

巴江戸川、今井橋下流の水質悪化、江戸川のそ上魚〔ｃ参照）には殊に悪影響が強い#)の
と思われる…

生新放水路開通による新漁場ができる。

海面漁業におよぼす影響

１．非中川の流量低下

中川からの海面への淡zi（流蕊量が減少-ｺﾞｰろと荒川放zl(路との関係があり、流量関係の調
査データーがないので識岡は不明であるが大きな影響はないと考えられる。
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a中川の水質悪化

綾瀬川悪水の影響が強くなれば中川地先海面に悪影響が当然予想されろ｡-｡●｡8,●I

SL江戸川の水質劉ヒレへ－WＩ/

こう（洪）水時に以前のこう（洪）水時以上の水量が流れ質的に恥濁度の高い悪水が江
'１〆ごI､

戸jiI地先海面に出ることしこより悪影響を与える。

常時放流している場合中川の悪水が江戸川地先海面に拡がり悪影響を与える。

う{上述のような影響が当然予想されるが、流量との関係によって大きく変化することであり、

漁業vP-の被害の度合についてはその判定がきわめて困難と思われるので今後の研究資料にま

『！

Ｌ`‘
,』

漁業彰､-の被害の摩剖
勺,．,

つことといﾌﾟこしたい。
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